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葉緑体光定位運動は、時々刻々変化する光環境下で、植物が強光による光阻害を防ぎ、弱光下では効率

的に光受容を遂行するために必須の生理現象である。我々は光受容体（phototropin、photと略す）を明
らかにし、葉緑体の運動機構であるアクチン構造（cp-actin 繊維）を発見するとともに、そのアクチン
重合に働く CHUP1タンパク質も明らかにした。しかし光受容体から cp-actin繊維へ伝達される信号の
実態は分かっていない。信号の細胞内の伝達速度は約 1µm / min と、非常に遅く、その伝達速度に温度
依存性があることを考えても、信号物質の単なる拡散とは考えられない。その信号と信号伝達機構を解

明する一つの方法は、信号を受容するはずの CHUP1 複合体を単離し、解析することである。一方で、
信号を発する側の photについても複合体解析によって、信号発生メカニズムに直接関与した因子が明ら
かになる可能性がある。このような作業仮説の上で、CHUP1 と phot2 の複合体の単離を共同研究とし
て行った。 
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